
ニ
七
四

流

通

分

の

意

味

-

特
に
『
選
択
集
』
を
通
し
て-

細 

川 

行 

信

序

一
部
の
経
典
を
序
分
・
正

宗

分

・
流
通
分
と
三
つ
に
分
科
す
る
こ
と
は
、
ふ
る
く
東
晋
の
道
安(

三
一
四
〜
三
ハ
五)

に
始
ま
る
と
い
う
。
 

こ
の
三
分
科
経
に
お
い
て
浄
土
三
部
経
を
各
経
毎
に
三
分
し
、

こ
の
う
ち
、
流
通
分
が
如
何
な
る
意
味
を
も
っ
か
を
考
察
す
る
事
と
し
た 

い
が
、
た
だ
三
経
そ
れ
ぞ
れ
の
流
通
分
を
調
べ
る
の
も
何
か
一
貫
性
に
欠
け
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で' 

今
は
特
に
浄
土
立
宗
の
書
た
る 

源

空

の

『
選
択
集
』1

1

こ

れ

に

つ

い

て

親

鸞

が

「
真
宗
簡
要
念
仏
奧
義
摂
ミ
在 

于
一
一
斯-

見
者
易
一
一
諭
一
誠
是
希
有
最
勝
之
華
文
・
无
上
甚 

深
之
宝
典
也
」(

『
教
行
信
証
』
後
序)

と
申
さ
れ
た!
!

そ
の
立
場
を
踏
ま
え
、

『
選
択
集
』

を

通

し

て

『
無
量
寿
経
』
・
『
観
無
量
寿
経
』
・
 

『
阿
弥
陀
経
』

の' 

い
わ
ゆ
る
浄
土
三
経
に
お
け
る
流
通
分
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

一

『
選
択
集
』

は
全
十
六
章
よ
り
成
る
が
、
第

一

・
教

相

章

と

第

二

，
二
行
章
の
宗
意
を
述
べ
る
二
章
咅
別
と
し
て
、
第
三
章
よ
り
後
は



三
経
の
七
選
択
に
次
の
通
り
配
当
さ
れ
る
。

「

選
択
本
願

大
経
——

——
選
択
讃
嘆
—

——
選
択
留
教
、

ー
ー
選
択
摂
取
—

観
経
——I

選
択
化
讃.

—
第
十
一

——

第

十

・

——
第

九

・

—
第

八

・

—
第

七

・

——

第

六

・

厂

第

五

・

「

第

四

・

——

第

三

・
・
讃
嘆
章

化
讃
章

四
修
章

三
心
章

摂
取
章

特
留
章

利
益
章

三
輩
章

本
願
章

一——
選
択
付
属
——

——
第
十
二
・
付
属
章

——
第

十

三

・
善
根
章

——
第

十

四

・
証
誠
章

小
経-
-

選
択
証
誠
——

——
第

十

五

・
護
念
章

——
第

十

六

・
愍
勤
心
章

こ

の

第

三

・
本

願

章

よ

り

第

十

六

・
愍
葱
章
ま
で
の
各
章
に
あ
っ
て
、
経
典
の
文
の
出
て
い
な
い
の
は
、
第

九

・
四
修
章
、
第

十

四

・
 

証
誠
章
、
第

十

五

・
護
念
章
の
三
章
で
、
他
の
十
一
章
は
い
ず
れ
も
経
文
が
出
さ
れ
る
。

こ
の
う
ち
、
流
通
分
の
出
文
は
次
に
掲
げ
る
通 

り
で
あ
る
。流

通
分
の
意
味

二
七
五



ニ
七
六

⑴

第

五

・
利
益
章

『
無
量
寿
経
』

下

云

「
仏

語-
一

弥

勒"

其

有

，
得
レ
聞
ー
ー
彼
仏
名
号
-"1
歓
喜
踊
躍
、

乃
至
一
念/

当"

知

、
此
人
為"

得
一
一
大
利7

則 

是
具
ー
一
足 

無
上
功
徳
一
」

⑵

第

六

・
特
留
章

『
無
量
寿
経
』

下

巻

云

「
当
来
之
世
、
経
道
滅
尺
、
我

以-
一
慈
悲
一
哀
愍
、
特
留
ー
ー
此
経
ハ
止
住 

百
歳
。

其
有
一-
衆
生
宀 

値­-
斯
経
一 

者

、
随
一-
意
所
願
ハ
皆
可
ー­
得
度
一
」

⑶

第

十

一

・
讃
嘆
章

『
観
無
量
寿
経
』

云

「若

念

仏

者

、
当0

知

、
此
人
是
人
中
分
陀
利
華
、

観

世

音

菩

薩

・
大
勢
至
菩
薩
、

為
一
一
其
勝
友
—'1

当
〒
坐
一
一 

道
場
一
生
・
諸
仏
家
上
」

⑷

第

十

二

・
付
属
章

『
観
無
量
寿
経
』

云

「
仏

告-
一

阿

難7
汝
好
持
一-
是

語"

持
ー

ー

是
語-

者

、
即
是
持
一-

無
量
寿
仏
名
一
」

⑸

第

十

六

・
愍
勲
章

『
阿
弥
陀
経
』

云

「
仏

説-
一
此
経
一
已
、

舎
利
弗
及
諸
比
丘
、

一
切
世
間
天
・
人

・
阿
修
羅
等
、
聞
ー
ー
仏
所
説
ハ
歓
喜
信
受
、
作"

礼 

而
去
」

以
上
、

『
大
経
』

で
二
文
、

『
観
経
』

で
二
文
、

『
小
経
』

で
一
文
と'

計
五
文
が
五
章
に
わ
た
っ
て
引
か
れ
て
い
る
事
は
、
経
文
引 

用
の
十
一
章
中
の
五
章
と
い
う
事
か
ら
し
て
、
流
通
分
の
引
文
が
極
め
て
多
い
事
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、

『
選
択 

集
』

に
お
け
る
三
経
流
通
分
の
占
め
る
役
割
の
大
き
さ
、
そ
の
意
味
の
重
さ
に
つ
い
て
窺
っ
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、

こ 

う
し
た
観
点
に
関
し
、
以
下⑴

よ
り
順
を
追
う
て
考
察
し
て
ゆ
き
た
い
。



二

ま
ず⑴

に

引

用

さ

れ

た

『
大
経
』

の

文

は

「
世
尊
が
弥
勒
に
仰
せ
ら
れ
る
に
は
、
か
の
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
聞
い
て
信
じ
喜
び
、
わ
ず 

か
ー
念
す
る
者
で
も
、
ま
さ
に
此
の
人
は
大
利
を
得
た
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
れ
は
無
上
の
功
徳
を
身
に
つ
け
た
事
に
な
る
」

と
い
う 

も
の
で
、

「
一
念
」

と

「
大
利
」
，
「無
上
」

の
文
に
も
と
づ
き
、
三
輩
段
に
説
か
れ
た
菩
提
心
な
ど
の
功
徳
を
讃
め
な
い
で
、
念
仏
の
功 

徳
の
み
を
讃
め
る
理
由
に
つ
い
て
、
源

空

は

「
聖
意
難
レ
測
」

と
大
聖
の
深
意
を
偲
び
つ
つ
、

善
導
一
師
の
こ
こ
ろ
に
よ
っ
て
い
る
。

そ 

れ
は
、
有
上
小
利
の
諸
行
に
対
し
て
、
無
上
大
利
の
念
仏
を
讃
嘆
す
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
念
仏
往
生
の
願
成
就
の
一
念
と
、
下
輩 

の
一
念
と
を
う
け
て
、
そ
の
功
徳
の
広
大
な
る
事
を
あ
か
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、

『
西
方
指
南
抄
』

所

収

「
法
然
上
人
御
説
法
事
」

の

「
三
部
経
ノ
事
」(

上
末)

に
は
、

こ
の
経
文
に
つ
い
て
次
の
通
り
記 

載
さ
れ
る
。

次
二
、

コ
ノ
経
ノ
流
通
分
ノ
中-
一
説
テ
云
ク
、
仏
語
弥
勒 

其
有
得
聞 

彼
仏
名
号 

歓
喜
踊
躍 

乃
至
一
念 

当

知

此

人

為

得
 

大
利 

即
是
具
足 

无
上
功
徳
ト
云
り
、
上
ノ
三
輩
ノ
文
ノ
中
二
、
念
仏
ノ
ホ
カ
ー
一
モ
ロ̂

^

ノ
功
徳
ヲ
説
ト
イ
エ
ト
モ
、
余
善
才 

ハ
ホ
メ
ス 

タ

、
念
仏
ノ
ー
善
ヲ
ア
ケ
テ
、
无
上
ノ
功
徳
ト
讃
嘆
シ
テ
、
未
来
二
流
通
セ
リ
、
念
仏
ノ
功
徳
八
ヽ
余
ノ
功
徳
ニ
勝
タ 

ル
コ
ト
ア
キ
ラ
カ
ナ
リ
、
大
利
卜
云
ハ
、
小
利
二
対
ス
ル
言
ナ
リ
、 

无
上
ト
云
八
、

コ
ノ
功
徳
ノ
上
ス
ル
功
徳
ナ
シ
ト
云
義
也
、
 

ス 

テ
ー
ー
ー
念
ヲ
指
テ
大
利
卜
云
、

又
无
上
ト
云
、
イ

ハ

ム

ヤ

ニ

念

・
三
念
乃
至
十
念
オ
ヤ
、

イ
カ
ー
ー
イ
ハ
ム
ヤ
百
念
・
千
念
乃
至
万
念 

オ
ヤ' 

コ
レ
則
少
ヲ
上
テ
多
ヲ
決
ス
ル
也
、

コ
ノ
文
ヲ
モ
テ
余
行
ト
念
仏
ト
相
対
シ
テ
コ
、
ロ
ウ
ル
ニ
、 

念
仏
ス
ナ
ワ
チ
大
利
也
、
 

余
善
八
ス
ナ
ワ
チ
小
利
也
、
念
仏
ハ
无
上
也
、
余
行
ハ
又
有
上
也
、

ス
へ
テ
ハ
往
生
ヲ
願
セ
ム
人
、

ナ
ン
ソ
无
上
大
利
ノ
念
仏
ヲ
ス 

テ
'

、
有
上
小
利
ノ
余
善
ヲ
執
セ
ム
ヤ

流
通
分
の
意
味 

二
七
七



二
七
八 

す
な
わ
ち
、

こ
の
説
法
に
よ
っ
て
、
念
仏
が
大
利
無
上
で
あ
る
事
が
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
る
。 

つ
ぎ
に
、⑵

の

引

文

に

つ

い

て

は

「
ま
さ
に
来
る
べ
き
世
に
な
れ
ば
、
も
ろ
も
ろ
の
教
え
の
道
は
滅
尽
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
が
、
わ 

た
く
し
は
慈
悲
を
も
っ
て
哀
れ
み
、
特
に
此
の
経
だ
け
を
百
年
の
あ
い
だ
留
め
て
お
こ
う
。

そ
し
て' 

こ
の
経
に
め
ぐ
り
あ
っ
た
人
は
、
 

そ
れ
ぞ
れ
の
願
い
の
通
り
に
、

み
な
正
し
い
さ
と
り
を
得
る
事
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
」

と
い
う
内
容
で
あ
る
。

し
か
も
、

「
特
に
此
の
経 

だ
け
を
百
年
の
あ
い
だ
留
め
て
お
こ
う
」

と
い
う
文
に
つ
い
て
、
ど
う
し
て
念
仏
の
み
を
特
に
留
め
る
か
に
つ
い
て
は
、
私
釈
に
四
意
を 

以
て
示
さ
れ
て
い
る
が
、

こ

れ

も

「
法
然
上
人
御
説
事
」

の

「
三
部
経
ノ
事
」
(

『
西
方
指
南
抄
』
上
末)

に
先
掲
の
文
に
引
続
い
て
、
左
の 

ご
と
く
記
載
さ
れ
る
。

次
コ
ノ
経
下
巻
ノ
奥
一
一
云
、

「
当
来
之
世 

経
道
滅
尽 

我
以
慈
悲
哀
愍 

特
留
此
経 

止
住
百
歳 

其
有
衆
生 

値
此
経
者 

随 

意
所
願 

皆
可
得
度
ト
云
リ
、
善
導
此
文
ヲ
釈
シ
テ
云
ク
、
万
年
三
宝
滅 

此
経
住
百
年 

氽
時
聞
一
念 

皆
当
得
生
彼
ト
イ
へ
り

 ヽ

釈
尊
ノ
遺
法
一
ニ
ニ
時
ノ
差
別
ア
リ' 

正

法

・

像

法

・
末
法
也
、

ソ
ノ
正
法
一
千
年
ノ
ア
ヒ
タ
、
・
教
・
行
・
証
ノ
三
ト
モ
ニ
具
足
セ
リ
、 

教
ノ
コ
ト
ク
行
ス
ル-
一
シ
タ
カ
フ
テ
証
エ
タ
リ
、
像
法
一
千
年
ノ
ア
ヒ
タ
ハ
、
教
行
ハ
ア
レ
ト
モ
証
ナ
シ
、
教
ニ
シ
タ
カ
フ
テ
行
ス 

ト
イ
ヱ
ト
モ
、
悉
地
ヲ
ウ
ル
コ
ト
ナ
シ' 

末
法
万
年
ノ
ア
ヒ
タ
ハ
ヽ
教
ノ
ミ
ア
テ
行
証
ナ
シ' 

ワ
ッ
カ
ニ
教
門
ハ
ノ
コ
リ
タ
レ
ト
モ
、
 

教
ノ
コ
ト
ク
行
ス
ル
モ
ノ
ナ
シ
、
行
ス
レ
ト
モ
マ
タ
証
ヲ
ウ
ル
モ
ノ
ナ
シ
、

ソ
ノ
末
法
万
年
ノ
ミ
チ
ナ
ム
ノ
チ
ハ
、
如
来
ノ
遺
教
ミ 

ナ
ウ
セ
テ' 

住
持
ノ
三
宝
コ
ト-
'
^

ク
滅
シ
テ
、

オ
ホ
ヨ
ソ
仏
像
・
教
典
モ
ナ
ク
、
頭
ヲ
剃
衣
ヲ
染
僧
モ
ナ
シ
、
仏
法
ト
云
コ
ト
、
 

名

字

ヲ

タ-
ー
モ
キ
ク
へ
カ
ラ
ス
、

シ
カ
ル
ー
ー
ソ
ノ
ト
キ
マ
テ
タ
、
コ
ノ
雙
巻
无
量
寿
経
一
部
ニ
巻
ハ
カ
リ
ノ
コ
リ
ト
、
マ
リ
テ' 

百 

年
マ
テ
住
シ
テ
衆
生
ヲ
済
度
シ
タ
マ
フ
コ
ト
、

マ
コ
ト
ニ
ア
ハ
レ
ー
ー
オ
ホ
エ
候
、
華
厳
経
モ
般
若
経
モ
法
華
経
モ
涅
槃
経
モ
、

オ
ホ 

ヨ
ソ
大
小
権
実
ノ
ー
切
諸
経
、
乃
至
大
日
・
金
剛
頂
等
真
言
秘
密
ノ
諸
経
モ
、

ミ

ナ

コ

ト

く

ク

滅

シ

タ

ラ

ム

ト

キ

、

タ

、
コ
ノ
経 

ハ
カ
リ
ト
、
マ
リ
タ
マ
フ
コ
ト
八
、

ナ
ニ
事
ニ
カ
ト
オ
ホ
エ
候
、
釈
尊
ノ
慈
悲
ヲ
モ
テ
、

ト

、
メ
タ
マ
フ
コ
ト
サ
タ
メ
テ
フ
カ
キ
ニ



、
ロ
候
ラ
ム
、
仏

智

マ

コ

ト-
一
ハ
カ
リ
カ
タ
シ
、

タ

、
シ
阿
弥
陀
仏
ノ
機
縁' 

コ
ノ
界
ノ
衆
生
ニ
フ
カ
ク
マ
シ
マ
ス
ユ
へ
ニ'

，釈
迦 

大
師
モ
、

カ
ノ
仏
ノ
本
願
ヲ
ト
ゝ
メ
タ
マ
フ
ナ
ル
ヘ
シ
。

コ
ノ
文
二
ッ
イ
テ
按
シ
候-
ー
、
四

ノ

コ

、
口
ア
リ
ヽ
一
ニ
ハ
聖
道
門
ノ
得
脱
ハ
機
縁
ア
サ
ク
、
浄
土
門
ノ
往
生
ノ
ミ
機
縁
フ
カ
シ
、
 

カ
ル
カ
ユ
へ
ー
ニ
ニ
乗
・
一
乗
ノ
得
脱
ヲ
ト
ケ
ル
諸
経
八
、

サ
キ
タ
チ
テ
滅
シ
テ
、

タ

、

一
念
・
十
念
ノ
往
生
ヲ
ト
ケ
ル
コ
ノ
経
ハ
カ 

り
、

ヒ
ト
リ
ト

、
マ
ル
へ
シ' 

ニ

ニ

ハ

往

生-
ー
ッ
キ
テ
十
方
浄
土
ハ
機
縁
ア
サ
ク
、

西
方
浄
土
ハ
機
縁
フ
カ
シ' 

カ
ル
カ
ユ 

へ
二
十 

方

浄

土

ヲ

勧

タ

ル

諸

経

ハ

コ

ト

く

ク

滅

シ

テ

、

タ

、
西
方
ノ
往
生
勧
タ
ル
コ
ノ
経
ヒ
ト
リ
ト
、
マ
ル
ヘ
シ
、
三
二
ハ
兜
率
ノ
上
生 

ハ
機
縁
ア
サ
ク
、
極
楽
ノ
往
生
ハ
機
縁
フ
カ
シ
、

ユ
へ
二
上
生-

心
地
等
ノ
兜
率
ヲ
勧
タ
ル
諸
経
ハ
ミ
ナ
滅
シ
テ
、
極
楽
ヲ
勧
タ
ル 

コ
ノ
経
ヒ
ト
リ
ト
、
マ
ル
ヘ
シ
、

四
ニ
ハ
諸
行
ノ
往
生
ハ
機
縁
ア
サ
ク
、
念
仏
ノ
往
生
ハ
機
縁
フ
カ
キ
ュ
へ
ニ
、
諸
行
ヲ
説
諸
経
ハ 

ミ
ナ
滅
シ
テ
、
念
仏
ヲ
説
ル
コ
ノ
経
ノ
ミ
ヒ
ト
リ
ト
、
ゴ
リ
タ
マ
フ
へ
シ
、
 

コ
ノ
四
ノ
義
ノ
中
二
、
真
実
ニ
ハ
第
四
ノ
念
仏
往
生
ノ 

ミ

ト

、
マ
ル
へ
シ
ト
云
義
ノ
正
義
ー
ー
テ
候
也
、
特
留
止
経
止
住
百
歳
ト
ト
カ
レ
タ
ル
ハ
、

コ
ノ
ニ
軸
ノ
経
典
ヒ
ト
リ
ノ
コ
ル
へ
キ
カ 

ト
キ
コ
エ
候
へ
ト
モ
、

マ
コ
ト
ニ
ハ
経
巻
ハ
ウ
セ
タ
マ
ヒ
タ
レ
ト
モ' 

タ

、
念
仏
ノ
ー 

門

ハ

カ

リ

ト

、
マ
リ
テ
、

百
年
ア
ル
へ
キ
ニ 

ヤ
ト
オ
ホ
エ
候
、

カ
ノ
秦
始
皇
力
書
ヲ
焼
、
儒
ヲ
埋
シ
ト
キ
、
毛
詩
ト
申
ス
文
ハ
カ
リ
ハ
ノ
コ
リ
タ
リ
ト
申
ス
コ
卜
候
、

ソ
レ
モ
文 

ハ
ヤ
カ
レ
タ
レ
ト
モ
、
詩

ハ

ト

、
マ
リ
テ
ロ-
ー
ア
リ
ト
申
シ
テ
、
詩
オ
ハ
人-
'
^

ソ
ラ
ニ
オ
ホ
へ
タ
リ
ケ
ル
ユ
へ
ニ
、
毛
詩
ハ
カ
リ 

ハ
ノ
コ
リ
タ
リ
ト
申
ス
コ
ト
候
ヲ
モ
テ
コ
、
口
エ
候
二
、

コ
ノ
経
ト
、
マ
リ
テ
百
年
ア
ル
ヘ 

シ
ト
云
モ
、
経
巻
ハ
ミ
ナ
隠
滅
シ
タ
リ 

ト
モ
、
南
无
阿
弥
陀
仏
ト
マ
フ
ス
コ
ト
ハ
、
人
ノ
ロ
ー
ー
ト
、
マ
リ
テ
、
百

年

マ

テ

モ

キ

、
ツ
タ
ヘ
厶
ス
ル
事
ト
オ
ホ
へ
候
、
経
ト
イ 

フ
ハ
ヽ
マ
タ
説
ト
コ
ロ
ノ
法
ヲ
申
ス
コ
ト
ナ
レ
ハ
、

コ
ノ
経
ハ
ヒ
ト
へ
ニ
念
仏
ノ 

ー
法
ヲ
説
り
、

サ
レ
ハ
、
氽
時
聞
一
念 

皆
当
得 

生
彼
ト
ハ
、
善
導
モ
釈
タ
マ
ヘ
ル
也
、

コ
レ
秘
蔵
ノ
義
也
。

タ
ヤ
ス
ク
申
へ
カ
ラ
ス

以
上
、
長
き
に
わ
た
っ
て
引
文
し
た
が
、

こ

の

説

法

に

よ

っ

て

「
特
留
此
経
」

の
四
意
が
知
ら
れ
る
と
共
に' 

念
仏
こ
そ
如
何
な
る
火 

流
通
分
の
意
味 

二
七
九



二
八
〇 

に
も
焼
け
ず
、
人
の
身
に
つ
く
真
実
な
る
法
で
あ
る
事
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
 

な

お

「
三
部
経
ノ
事
」

に
は
、
さ

ら

に

『
大
経
』

に

「
念
仏
往
生
」

の
文
が
七
箇
所
あ
る
事
を
示
し
た
後
、

「
三
輩
ノ
文
ノ
中
二
、

オ 

ノ

く
 

一
向
専
念
ト
勧
タ
マ
ヘ
ル
モ
」

と
あ
り
、
引

き

続

い

て

「
流
通
ノ
中
二
无
上
功
徳
ト
讃
嘆
シ
タ
マ
ヘ
ル
モ' 

特

留

此

経

ト

ト

、
メ 

タ
マ
ヘ
ル
モ
、

ミ
ナ
モ
ト
弥
陀
ノ
本
願
二
随
順
シ
タ
マ
ヘ 

ル
ユ
ヘ
ナ
リ
、 

シ
カ
レ
ハ
念
仏
往
生
ト
マ
フ
ス
コ
ト
ハ
、
本
願
ヲ
根
本
ト
ス
ル 

也
」

と
記
載
さ
れ
、

『
大
経
』

に
お
け
る
本
願
の
念
仏
こ
そ
、
大
利
無
上
で
あ
り
特
留
此
経
の
こ
こ
ろ
で
あ
る
事
が
示
さ
れ
て
い
る
。

三

つ

ぎ

に

『
観
経
』

に
つ
い
て
は

⑶ゝ

に

「
若
し
念
仏
す
る
者
は
、
人
・
の
中
で
も
、

た
と
え
ば
白
蓮
華
の
人
と
い
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
 

観
音
・
勢
至
の
ー
ー
菩
薩
は
、
す
ぐ
れ
た
道
の
友
と
な
っ
て
下
さ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
人
は
諸
仏
の
家
で
あ
る
無
量
寿
仏
の
浄
土
に
生
ま
れ 

で
る
事
が
で
き
よ
う
」

と
い
う
経
意
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、

善

導

は

『
散
善
義
』

に

「
正
顕
一
一
一
念
仏
三
昧
功
能
超
絶 

実
非
一
一
雑 

善 

得

”為
一
一
比
類
ハ 

即
有
一
一
其
五
八
一
明
ー
ー
ー
専
一
一
念 

弥
陀
仏
名
ハ
二 

明
ー
ー
ー
指
一
一
讃 

能
念
之
人
ハ 

三
明
ね
右
能
相
続 

念
仏 

者
、 

斯
人
甚
為
一
一
希
有7

更
無
“

物 

可"

以
方:

之

、
故

引-
一
分
陀
利-

為"

喩

、
言
一
一
分
陀
利
一
名
一
一
人
中
好
華
ハ 

亦
名
一
一
希
有
華
ハ 

亦

名-
一
人
中 

上
上
華
ハ 

亦
名
ー
ー
人
中
妙
好
華
ハ 

此
華
相
伝 

名
一
一
蔡
華
一
是
、
若
念
仏
者
、
即
人
中
好
人
、
人
中
妙
好
人
、
人
中
上
上
人
、
人
中
希
有
人
、
 

人
中
最
勝
人
也' 

四
明
ヤ
専
一
一
念 

弥

陀

名-

者

、

即

観

音

・
勢
至
常
随 

影
護
、

亦
如
”

親
友
知
識
士
也
、

五

明

，
今
生
既
蒙
一
一
斯 

益
ハ 

捨"

命

即

入-
一
諸
仏
之
家7 

即
浄
土
是
也
、
到

”
彼
長
時
聞,

法
、
歴
事
供
養
、
因

円

果

満

、
道
場
之
座
豈
赊
二 

と
注
解
す
る
。
 

か
く
の
ご
と
く
、
念
仏
三
昧
の
功
能
が
雑
行
の
善
根
に
対
し
て
五
つ
の
比
類
を
明
か
し
て
応
え
、
な

か

ん

ず

く

第

三

に

念

仏

者

を

ば

「
好 

人
」
・
「
妙
好
人
」
，
「
上
上
人
」
・
「
希
有
人
」
・
「最
勝
人
」

と
、

い
わ
ゆ
る
五
種
の
嘉
誉
を
以
て
示
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
第

十

一

・
讃 

嘆
章
に
お
い
て
は
、
雑
善
に
対
し
て
称
名
念
仏
の
す
ぐ
れ
て
い
る
事
を
詳
説
し
て
、
そ
の
念
仏
の
勝
益
に
つ
い
て
は
、
念
仏
が
五
逆
の
重



罪
を
滅
す
る
け
れ
ど
も
、

諸
行
は
重
罪
を
滅
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て
、

特

に

「為
一
一
極
悪
最
下
之
人
ハ
而
説­
一
極
善
最
上
之
法­
」 

と
、
そ
の
意
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
実
は
、

こ

こ

に

源

空

み

ず

か

ら

「
十
悪
の
法
然
」
・
「
愚
癡
の
法
然
」

と
い
っ
た
、

そ
の
基
本
的
姿 

勢
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

っ
づ
い
て
、⑷

で

は

「
世
尊
が
阿
難
に
告
げ
ら
れ
る
。

そ
な
た
は
、
よ
く
こ
の
語
を
た
も
て
よ
。

こ
の
語
を
た
も
て
と
い
う
の
は
、
す 

な
わ
ち
無
量
寿
仏
の
御
名
を
た
も
て
と
い
う
事
で
あ
る
」

と
い
う
意
の
経
文
が
引
か
れ
る
。

こ
の
付
属
は
念
仏
付
属
で
あ
り
、

『
観
経
』 

付
属
の
文
に
よ
り
、
釈
尊
が
た
だ
念
仏
の
一
行
を
付
属
さ
れ
た
こ
と
を
『
散
善
義
』

よ

り

「
従
ー
ー
仏
告
阿
難
汝
好
持
是
語
一
已
下
、
正 

明
.
.  

付­
一
属 

弥
陀
名
号7

流
や
通 

於
遐
代
八 

上
来
雖"

説­
一
定
散
両
門
之
益
宀 

望
ー
ー
仏
本
願
ハ 

在
ー
ー-
衆

生

一

向

専

称
-
一
弥
陀
仏
名­
」

と
の 

疏
文
を
あ
げ
、
以
下
く
わ
し
く
私
釈
を
施
し
て
い
る
。

し
か
も
、
私
釈
の
大
半
は
、

四
つ
の
問
題
に
よ
っ
て
し
め
ら
れ
、
く
わ
し
く
定
散 

の
二
善
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
、

こ
の
定
散
に
対
す
る
念
仏
の
勝
徳
が
顕
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
こ
と
は
特
に
最
後
の
問
答
に
お
い
て 

「
問
日
、
若
爾 

者

、
何
故
直
不
レ
説-
一
本
願
念
仏
行
ハ 

煩 

説­-
非
本
願
定
散
諸
善
一
乎
」

に

対

し

て

「
答
日
、
本
願
念
仏
行
、
雙
巻
経
中
委 

既
説
“
之
、
故
重 

不
“
説
耳
、
又
説
ー
ー
定
散
~\
為
レ
顕
一-
一
念
仏
超­-
過 

余
善7

若
無
一
一
定
散
一
何
顕
一
一
念
仏
特
秀
八 

例

如
-
一
一
法
華
秀
一- 

三
説
上
ハ 

若
無
二
説
ハ 

何
顕
ー
ー
法
華
第
一
ハ 

故
今
定
散
為
“
廃
而
説
、
念
仏
三
昧
為
“
立

而

説
(

以
下
略)

」

と
、
念
仏
の
特
秀
性
を
あ
げ 

る
と
共
に
、
定
散
の
諸
善
は
廃
す
る
為
に
説
き' 

念
仏
三
昧
は
立
て
る
為
に
説
か
れ
る
と
、
前

に

第

四

・
三
輩
章
で
述
べ
た
廃
立
の
義
を 

強
調
す
る
。

な
お
、
散

善

の

中

で

「
持
戒
行
」
・
「
菩
提
心
行
」
・
「解
第
一
義
行
」
・
「
読
誦
大
乗
行
」

の
、

い

わ

ゆ

る

四

箇

の

行

は

「当
世
之
人
、
殊 

所"

欲 

之
行
也
、
以
一
一
此
等
行7 

殆

抑-
一
念
仏
一
」

と
し
て
、
更

に

つ

づ

い

て

「
倩
尋
一-

経

意­

者

、

不
・
以
一
一
此
諸
行-

付
属
流
通
八 

唯

以-
一
念 

仏
一
行
ハ
即
使"

付
一
ー
属
流
一
一
一
通
後
世
ハ
応
“
知

、
釈
尊
所̂

以
不
ー
ー-
付­-
属 

諸
行
一
者
、
即
是
非
ー
ー
弥
陀
本
願
一
之
故
也
、
亦
所
ー
ー
ー
以
付­
ー
属 

念

仏-

者
、
即
是
弥
陀
本
願 

之
故
也
、
今
又
善
導
和
尚
、
所

”
以

廃-
一
諸
行
一
帰
”

念
仏
よ
者
、
即
為
一
ー
弥
陀
本
願
一
之
上
、
亦
是
釈
尊
付
属 

流
通
分
の
意
味 

二
八
ー



二
ハ
二 

之

行

也

、
故
知
、
諸
行
非
・
機
失"

時' 

念
仏
往
生
当"

機
得"

時

、
感
応
豈
唐
捐 

哉(

下
略)

」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
四
箇 

の
行
の
中
で
、
特
に
菩
提
心
の
問
題
は
、
大
乗
仏
教
に
と
っ
て
不
可
欠
の
条
件
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
れ
を
雑
行
と
し
て
廃
し
た 

た
め
、
当
時
の
仏
教
界
よ
り
厳
し
い
非
難
を
浴
び
る
こ
と
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
源

空

の

立

場

は

あ

く

ま

で

も

「
一
文
不
知
の
愚
ど
ん
の 

身
」(

『
一
枚
起
請
文
』)

で
あ
り
、

「
尼
入
道
の
無
ち
の
と
も
が
ら
」(

同
上)

の
凡
夫
と
し
て
、
菩
提
心
を
発
す
こ
と
の
不
可
能
を
か
え
り
み 

て
の
決
断
で
あ
っ
た
事
は
「
聖
道
門
ノ
修
行
ハ
智
慧
ヲ
キ
ワ
メ
テ
生
死
ヲ
ハ
ナ
レ
、
浄
土
門
ノ
修
行
ハ
愚
癡
ニ
カ
へ
リ
テ
極
楽
ー
ー
ム
マ
ル
」 

(

『
西
方
指
南
抄
』
下
本)

と
い
う
と
こ
ろ
に
基
本
的
理
念
が
あ
る
。

よ
っ
て
、

こ
の
浄
土
門
の
立
場
に
お
け
る
念
仏
往
生
こ
そ
、

ひ
ろ
く
人 

々
に
勧
進
し
て
止
ま
な
い
源
空
の
浄
土
宗
で
あ
っ
た
と
申
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。 

と
こ
ろ
で
、

こ
の
源
空
が⑷

の
文
に
つ
い
て
、

次

の

ご

と

く

説

法

さ

れ

て

い

る(

『
西
方
指
南
抄
』
上

本

「
法
然
上
人
御
説
法
事
」
の

「
三
部 

経
ノ
事
」)

。

次
二
名
号
ヲ
称
シ
テ
往
生
ス
ル
コ
ト
ヲ
ア
カ
ス
ト
イ
フ
ハ
、
仏
、
阿
難
ニ
ッ
ケ
タ
マ
ハ
ク' 

ナ
ン
チ
ョ
ク
コ
ノ
語
ヲ
タ
モ
テ
ト
イ
フ 

ハ
、

ス
ナ
ワ
チ
コ
レ
无
量
寿
仏
ノ
ミ
ナ
ヲ
タ
モ
テ
卜
ナ
リ
ト
ノ
タ
マ
ヘ
り' 

善
導
コ
レ
ヲ
釈
シ
テ
ィ
ハ
ク
、
 

仏
告
阿
難
汝
好
持
是
語 

ト
イ
フ
ヨ
リ
已
下
八
、

マ
サ
シ
ク
弥
陀
ノ
名
号
ヲ
付
属
シ
テ
遐
代-
一
流
通
ス
ル
コ
ト
ヲ
ア
カ
ス
、

カ
ミ
ヨ
リ
コ
ノ
カ
タ
定
散
両
門
ノ 

益
ヲ
ト
ク
ト
イ
エ
ト
モ
、
仏
ノ
本
願
ヲ
ノ
ソ
ム
ニ
八
、

コ
ヽ
13
衆
生
ヲ
シ
テ
、

一
向
ニ
モ
ハ
ラ
弥
陀
仏
ノ
ミ
ナ
ヲ
祢
ス
ル
ニ
ア
リ
ト 

ノ
タ
マ
ヘ
り
、

オ
ホ
ヨ
ソ
コ
ノ
経
ノ
中
一
一
八
、
定
散
ノ
諸
行
ヲ
ト
ク
ト
イ
ヱ
ト
モ
、

ソ
ノ
定
散
ヲ
モ
テ
ハ
付
属
シ
タ
マ
ハ
ス
、

タ

、
 

念
仏
ノ
ー
行
ヲ
モ
テ
阿
難
二
付
属
シ
テ
未
来-
一
流
通
ス
ル
ナ
リ
、
遐
代
ー
ー
流
通
ス
ト
イ
フ
ハ' 

ハ
ル
カ
ニ
法
滅
ノ
百
歳
マ
テ
ヲ
サ
ス
、
 

ス
ナ
ワ
チ
末
法
万
年
ノ
ノ
チ
、
仏
法
ミ
ナ
滅
シ
テ
三
宝
ノ
名
字
モ
キ
カ
サ
ラ
ム
ト
キ' 

タ

、
コ
ノ
念
仏
ノ 

ー
行
ノ
ミ
ト
、
マ
リ
テ
百 

歳
マ
シ
マ
ス
ヘ
シ
ト
ナ
リ
、

シ
カ
レ
ハ
聖
道
門
ノ
法
文
モ
ミ
ナ
滅
シ
、
十
方
浄
土 
ノ
往
生
モ
マ
タ
滅
シ
、
上
生
都
率
モ
マ
タ
ウ
セ
、
 

諸
行
往
生
モ
ミ
ナ
ウ
セ
タ
ラ
ム
ト
キ
、

タ

、
コ
ノ
念
仏
往
生
ノ
一
門
ノ
ミ
ト
、
マ
リ
テ' 

ソ
ノ
ト
キ
モ
ー
念
ニ
カ
ナ
ラ
ス
往
生
ス
へ



シ
ト
イ
ヘ
り
、

カ
ル
カ
ユ
へ 

ニ
コ
レ
ヲ
サ
シ
テ
、

ト
オ
キ
世
ト
ハ
イ
フ
ナ
リ
、

コ
レ
ス
ナ
ワ
チ
遠
ヲ
ア
ケ
テ
近
ヲ
摂
ス
ル
ナ
リ
、
仏 

ノ
本
願
ヲ
ノ
ソ
ム
ト
イ
フ
ハ
ヽ
弥
陀
如
来
ノ
四
十
ハ
願
ノ
中
ノ
、
第
十
八
ノ
願
ヲ
オ
シ
フ
ル
ナ
リ
、

イ
マ
教
主
釈
尊
、
定
散
ニ
善
ノ 

諸

行

ヲ

ス

テ

、
念
仏
ノ 

ー
行
ヲ
付
属
シ
タ
マ
フ
コ
ト
モ
、
弥
陀
ノ
本
願
ノ
行
ナ
ル
力
ユ
ヘ
ナ
り\

一
向
専
念
ト
イ
フ
ハ
ヽ
雙
巻
経
二 

ト
ク
ト
コ
ロ
ノ
三
輩
ノ
モ
ン
ノ
中
ノ
、

一
向
専
念
ヲ
オ
シ
フ
ル
ナ
リ
、

一
向
ノ
コ
ト
ハ
余
ヲ
ス
ッ
ル
コ
ト
ハ
ナ
リ
、

コ
ノ
経
二
ハ
 ヽ

ハ
シ
メ
ニ
ヒ
ロ
ク
定
散
ヲ
ト
ク
ト
イ
ヱ
ト
モ
、

ノ
チ
ニ
ハ
一
向
二
念
仏
ヲ
エ
ラ
ヒ
テ
付
属
シ
流
通
シ
タ
マ
ヘ
ル
ナ
リ\

シ
カ
レ
ハ
ト 

オ
ク
ハ
弥
陀
ノ
本
願
ニ
シ
タ
カ
ヒ
、

チ
カ
ク
ハ
釈
尊
ノ
付
属
ヲ
ウ
ケ
ム
ト
オ
モ 

ハ
ヽ
、

一
向
二
念
仏
ノ 

ー
行
ヲ
修
シ
テ
往
生
ヲ
モ
ト 

厶
へ
キ
ナ
リ

以
上
の
説
法
に
よ
っ
て
も
、

よ
く
理
解
さ
れ
る
ご
と
く
、
称

名

念

仏

こ

そ

『
観
経
』

一
部
の
究
極
の
と
こ
ろ
で
あ
り
、

こ
の
念
仏
を
付 

属

・
流
通
す
る
こ
と
が
弥
陀
仏
の
本
願
に
相
応
す
る
も
の
で
あ
る
事
を
的
確
に
お
さ
え
ら
れ
、
も

っ

て

『
観
経
』

流
通
分
の
重
要
性
を
物 

語
る
も
の
で
あ
る
。

四

最

後

に

『
小
経
』

の
流
通
分
に
つ
い
て
、⑸

の
引
文
を
意
訳
し
よ
う
。
す

な

わ

ち

「
世
尊
が
此
の
経
を
説
き
終
わ
ら
れ
る
と
、
舎
利
弗 

を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
僧
た
ち
や
、
あ
ら

ゆ

る

世

界

の

天

・
人

・
阿
修
羅
な
ど
が
、
世
尊
の
説
法
を
聞
い
て
喜
び
信
じ
、
う
や
う
や
し 

く
礼
拝
し
て
退
ち
去
っ
た
」

と
い
う
事
で
あ
り
、
世
尊
が
ね
ん
ご
ろ
に
弥
陀
の
名
号
を
舎
利
弗
に
付
属
さ
れ
た
文
で
あ
る
。

而
し
て
、
第 

十

六

・
愍
勤
心
章
に
は
、

こ

の
経
文
を
釈
し
て

善
導
の
『
法
事
讃
』
が
引
か
れ
る
。

そ

れ

は

巻

下

の.
「
世
尊
説
法
、
時
将
レ
了
、

愍
勲
付
ー
ー 

属 

弥

陀

名

~\
五
濁
増
時
多
ー
ー
疑
謗
八
道
俗
相
嫌 

不"

用"

聞
、

見"

有
一-
修

行-

起
一
一
瞋
毒
“
方

便

破

壊

競 

生
ノ
怨
、
如"

此
生
盲
闡 

提
輩
、
毀-
一
滅 

頓
教
一
永
沈
淪
、
超
ー
ー
過
大
地
微
塵
劫
ハ 

未
レ
可
レ
得
レ
離
；

三
途
身
八 

大
衆
同
心
、

皆
懺
二
悔 

所
有
破
法
罪
因
縁
ー
」 

流
通
分
の
意
味 

二
八
三



二
入
四 

と
あ
る
文
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
特

に

「
見
有
修
行
起
瞋
毒 

方
便
破
壊
競
生
怨 

如
此
生
盲
闡
提
輩 

毀
滅
頓
教
永
沈
淪 

超
過
大
地 

微
塵
劫 

未
可
得
離
三
途
身
」

の
文
は
、

か
つ
て
専
修
念
仏
の
弾
圧
が
行
わ
れ
た
建
永
二
年(

一
二
〇
七)

源
空
門
下
の
住
蓮
と
安
楽
が
裁 

判
に
か
け
ら
れ
た
時
、
安

楽

房

遵

西
が

誦

し

た
と

し
て

『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』

第
三
十
三
巻
に
次
の
通
り
記
載
さ
れ
る
。 

(

上
略)

翌
年
建
永
二
年
二
月
九
日
、
住

蓮

・
安
楽
を
庭
上
に
め
さ
れ
て
、
罪
科
せ
ら
る\

と
き
、
安
楽
、
見
有
修
行
起
瞋
毒 

方
便 

破
壊
競
生
怨 

如
此
生
盲
闡
提
輩 

毀
滅
頓
教
永
沈
淪 

超
過
大
地
微
塵
劫 

未
可
得
離
三
途
身
の
文
を
誦
し
け
る
に
、
逆
鱗
い
よ 

い
よ
さ
か
り
に
し
て
、
官
人
秀
能
に
お
ほ
せ
て
、
六
条
川
原
に
し
て
安
楽
を
死
罪
に
お
こ
な
は
る'

時

、
奉
行
の
官
人
に
い
と
ま
を 

こ
ひ
、

ひ
と
り
日
没
の
礼
讃
を
行
ず
る
に
、
紫
雲
そ
ら
に
み
ち
け
れ
ば
、
諸
人
あ
や
し
み
を
な
す
と
こ
ろ
に
、
安
楽
申
け
る
は
、
念 

仏
数
百
遍
の\

ち
、
十
念
を
唱
へ
ん
を
ま
ち

て

き

る
べ

し(

下
略) 

と
こ
ろ
で
、

『
行
状
絵
図
』
第
三
十
二
巻
に
は
、
諸
宗
の
学
者
の
論
難
に
対
し
て
、
右
の
文
を
あ
げ
て
専
修
念
仏
者
の
立
場
を
顕
揚
さ 

れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
と
こ
ろ
を
引
く
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

諸
宗
の
学
者
難
破
を
い
た
す
に
よ
り
て
、
人
お
ほ
く
念
仏
の
行
を
廃
す
と
き
こ
ゆ' 

い
ま
だ
心
え
ず
は
ん
べ
り
。
仏
法
は
こ
れ
万
年 

也
う
し
な
は
ん
と
お
も
ふ
と
も
、
仏
法
擁
護
の
諸
天
善
神
ま
も
り
給
ゆ
へ
に
人
の
ち
か
ら
に
て
は
か
ら
ふ
べ
か
ら
ず
。

か
の
守
屋
の 

大
臣
が
仏
法
を
破
滅
せ
ん
と
せ
し
か
ど
も
、
法
命
い
ま
だ
つ
き
ず
し
て
、

い
ま
に
つ
た
は
る
が
ご
と
し
。

い
は
ん
や
無
智
の
道
俗
、
 

在
家
の
男
女
の
ち
か
ら
に
て
、
念
仏
を
行
ず
る
に
よ
り
て
、
法
相
三
論
も
隠
没
し
、
天
台
華
厳
も
廃
す
る
事' 

な
し
か
は
あ
る
べ
き
。
 

念
仏
を
行
ぜ
ず
し
て
ゐ
た
ら
ば
、

こ
の
と
も
が
ら
は
一
宗
を
も
興
隆
す
べ
き
か
は
、
た£

い
た
づ
ら
に
念
仏
の
業
を
廃
し
た
る
ば
か 

り
に
て
、

ま
た
く
そ
れ
諸
宗
の
を
ぎ
ろ
を
も
さ
く
る
べ
か
ら
ず
。

し
か
れ
ば
こ
れ
お
ほ
き
な
る
損
に
あ
ら
ず
や
、
諸
宗
の
ふ
か
き
な 

が
れ
を
く
む
南
都
北
京
の
学
者
、
両
部
の
大
法
を
つ
た
へ
た
る
、
本
寺
本
山
の
禅
徒
百
千
万
の
念
仏
世
に
ひ
ろ
ま
り
た
り
と
も
、
本 

宗
を
あ
ら
た
む
べ
き
に
あ
ら
ず
、
又
仏
法
う
せ
な
ん
と
す
と
て
念
仏
を
廃
せ
ば
、
念
仏
は
こ
れ
仏
法
に
あ
ら
ず
や
。

た
と
へ
ば
虎
狼



の
害
を
に
げ
て
、
師
子
に
む
か
ひ
て
は
し
ら
む
が
ご
と
し
。

余
行
を
謗
ぜ
ん
、
お
な
じ
く
こ
れ
逆
罪
也
。

と
ら
お
ほ
か
み
に
害
せ
ら 

れ
ん
、
師
子
に
害
せ
ら
れ
む
、
と
も
に
か
な
ら
ず
死
す
べ
し
、

こ
れ
を
も
謗
ず
べ
か
ら
ず
、
か
れ
を
も
そ
ね
む.
へ
か
ら
ず
、
と
も
に

み
な
仏
法
也
。

た
が
ひ
に
偏
執
す
る
こ
と
な
か
れ
。
像
法
決
疑
経
に
い
は
く
三
学
の
行
人
た
が
ひ
に
毀
謗
し
て
、
地
獄
に
い
る
こ
と
、

と
き
ゃ
の
ご
と
し
と
い
へ
り
。

又
大
論
に
い
は
く
、
自
法
愛
染
す
る
ゆ
へ
に
、
他
人
の
法
を
毀
皆
す
れ
ば
持
戒
の
行
人
も
、
地
獄
の 

苦
を
ま
ぬ
か
れ
ず
と
い
へ
り
。

又
善
導
和
尚
の
の
給
は
く

世
尊
説
法
時
将
“ 
了

愍
勲
付­-
属
弥
陀
名
一

五
濁
増
時
多­-
疑

謗­

見
“
有
一-
修

行-

起
一-
瞋

毒­

如0

此
生
盲
闡
提
輩

道
俗
相
簡
不0

用"

聞 

方
便
破
壊
競
生"

怨 

毀-
一
滅
頓
教
一
永
沈
淪

超
一
一
過
大
地
微
塵
劫
ー

未"

可
”
得
・
離
二
途
身-

と
い
へ
り
。 

念
仏
を
修
せ
ん
も
の
は
余
行
を
そ
し
る
べ
か
ら
ず
、
そ
し
ら
ば
す
な
わ
ち
弥
陀
の
悲
願
に
そ
む
く
べ
き
ゆ
へ
也
。
余
行 

を
修
せ
ん
者
も
念
仏
を
そ
し
る
べ
か
ら
ず
、
又
諸
仏
の
本
誓
に
た
が
ふ
ゆ
へ
な
り
。

し
か
る
を
い
ま
真
言
止
観
の
窓
の
ま
へ
に
は
、
 

念
仏
の
行
を
そ
し
る
、

一
向
専
念
の
床
の
う
ゑ
に
は
、
諸
余
の
行
を
そ
し
る
。

と
も
に
我
々
偏
執
の
心
を
も
て
義
理
を
た
て
、
た
が 

ひ
に
を
の
を
の
是
非
の
お
も
ひ
に
住
し
て
会
釈
を
な
す
、
あ
に
こ
れ
正
義
に
か
な
は
む
や
、

み
な
と
も
に
仏
意
に
そ
む
け
り
。

以
上
、
く
わ
し
く
諸
宗
の
学
者
と
い
え
ど
も
念
仏
を
廃
す
べ
き
で
な
い
事
、
特
に
自
法
愛
染
の
故
に
念
仏
を
謗
れ
ば
、
必
ず
地
獄
に
堕 

し
て
苦
を
免
れ
な
い
と
し
て' 

『
法
事
讃
』

の
文
が
引
か
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、

こ

の

『
法
事
讃
』

の

文

は

『
西
方
指
南
抄
』

に
三
度
に
わ
た
っ
て
引
か
れ
て
い
る
が
、

こ
の
う
ち
、
下

末

の

「
つ
の
と
の 

三
郎
殿
御
返
事
」

に
は
、
次
の
ご
と
く
文
意
に
つ
い
て
の
解
説
が
載
せ
ら
れ
る
。

流
通
分
の
意
味

二
八
五



二
八
六 

コ
ノ
文
ノ
コ
、
ロ
ハ
ヽ
浄
土
ヲ
ネ
カ
ヒ
念
仏
ヲ
行
ス
ル
モ
ノ
ヲ
ミ
テ
ハ
、
瞋
ヲ
オ
コ
シ
毒
心
ヲ
フ
ウ
ミ
テ
、

ハ
カ
リ
事
ヲ
メ
ク
ラ
シ 

ヤ
ウ̂
^
-

ノ
方
便
ヲ
ナ
シ
テ
、
念
仏
ノ
行
ヲ
破
テ
、

ア
ラ
ソ
ヒ
テ
怨
ヲ
ナ
シ
、

コ
レ
ヲ
ト
、
メ
ム
ト
ス
ル
ナ
リ
。

カ
ク
ノ
コ
ト
キ
ノ 

人
ハ
ゝ
ム
マ
レ
テ
ヨ
リ
コ
ノ
カ
タ
、
仏
法
ノ
マ
ナ
コ
シ
ヒ
テ
、
仏
ノ
種
ヲ
ウ
シ
ナ
ヘ
ル
關
提
ノ
輩
ナ
リ
。

コ
ノ
弥
陀
ノ
名
号
ヲ
ト
ナ 

エ
テ' 

ナ
カ
キ
生
死
ヲ
タ
チ
マ
チ
ニ
キ
リ
テ
、
常
住
ノ
極
楽
ニ
往
生
ス
ト
イ
フ
、
頓
教
ノ
法
ヲ
ソ
シ
リ
ホ
ロ
ホ
シ
テ
、

コ
ノ
罪
ニ
ョ 

リ
テ
、 

ナ
カ
ク
三
悪
ニ
シ
ツ
マ
ム
ト
イ
エ
ル
ナ
リ
。

カ
ク
ノ
コ
ト
キ
ノ
人
ハ
ヽ
大
地
微
塵
劫
ヲ
ス
ク
ト
モ
、

ム
ナ
シ
ク
三
悪
道
ノ
ミ 

ヲ
ハ
ナ
ル
ヽ
事
ヲ
ウ
へ
カ
ラ
ス
ト
イ
エ
ル
ナ
リ
。

サ
レ
ハ
、 

サ
ヤ
ウ
ニ
妄
語
ヲ
タ
ク
ミ
テ
申
候
覧
人
八
ヽ
カ
へ
り
テ
ア
ハ
レ
ム
へ
キ 

モ
ノ
ナ
リ
。

サ
ホ
ト
ノ
モ
ノ
、
申
サ
ム
ニ
ョ
リ
テ' 

念
仏
ニ
ウ
タ
カ
ヒ
ヲ
ナ
シ
、

不
審
ヲ
オ
コ
サ
ム
モ
ノ
ハ
ヽ
イ
フ
ニ
タ
ラ
サ
ル
ホ 

ト
ノ
事
ニ
テ
コ
ソ
候
八
メ
、

オ
ホ
カ
タ
弥
陀
二
縁
ア
サ
ク
、 

往
生
二
時
イ
タ
ラ
ヌ
モ
ノ
ハ
ヽ
キ
ケ
ト
モ
信
セ
ス' 

行
ス
ル
ヲ
ミ
テ
ハ 

腹
ヲ
タ
テ
ィ
カ
リ
ヲ
含
テ
、

サ
マ
タ
ケ
ム
ト
ス
ル
コ
ト
ニ
テ
候
也
。

ソ
ノ
コ
ヽ
ロ
ヲ
エ
テ
、

イ
カ
ニ
人
申
候
ト
モ
、
御

コ

、
ロ
ハ
カ 

リ
ハ 

ユ
ル
カ
セ
タ
マ
フ
へ
カ
ラ
ス
。

ア
ナ
カ
チ
ニ
信
セ
サ
ラ
ム 

ハ
、
仏
ナ
ホ
チ
カ
ラ
オ
ヨ
ヒ
タ
マ
フ
へ
シ
。

イ
カ
ニ
イ
ハ
ム
ヤ
、
凡 

夫
チ
カ
ラ
オ
ヨ
フ
マ
シ
キ
事
也
。

カ
ヽ
ル
不
信
ノ
衆
生
ノ
タ
メ
ニ
、 

慈
悲
ヲ
オ
コ
シ
テ
利
益
セ
ム
ト
オ
モ
フ
ニ
ッ
ケ
テ
モ
、
ト
ク
極 

楽
へ
マ
イ
リ
テ
、

サ
ト
リ
ヒ
ラ
キ
テ
、
生
死
ニ
カ
へ
リ
テ
、
誹
謗
不
信
ノ
モ
ノ
ヲ
ワ
タ
シ
テ
、

一
切
衆
生
ア
マ
ネ
ク
利
益
セ
ム
ト
オ 

モ
フ
へ
キ
事
ニ
テ
候
也
。

コ
ノ
ヨ
シ
ヲ
御
コ
、
ロ
エ
テ
、

オ
ハ
シ
マ
ス
ヘ
シ
。

す
な
わ
ち
、

こ
こ
で
は
、
念
仏
を
誹
謗
す
る
者
は
仏
法
の
眼
痺
て
、
仏
種
を
失
っ
た
闡
提
で
あ
り
三
悪
道
に
沈
む
も
の
で
あ
る
が
、

か 

え
っ
て
、

こ
う
し
た
誹
謗
不
信
の
者
を
救
わ
ん
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
、

ふ
か
き
仏
の
慈
悲
の
あ
る
事
を
説
く
も
の
で
あ
る
。
実
は
、

こ
れ 

に
つ
い
て
は
後
に
親
鸞
の
晩
年
、
東
国
で
在
地
の
権
力
者
に
よ
る
念
仏
弾
圧
が
行
わ
れ
た
折
、
親

鸞

が

「
念
仏
の
人
々
の
御
中
へ
」
差
し 

出
さ
れ
た
消
息(

『
親
鸞
聖
人
御
消
息
集
』
第
九
通)

の

中

で

「
詮
ず
る
と
こ
ろ
は
、
そ
ら
ご
と
を
ま
ふ
し
、

ひ
が
ご
と
に
ふ
れ
て
、
念
仏
の
人 

々
に
お
ほ
せ
ら
れ
つ
け
て
、
念
仏
を
と
ヾ
め
ん
と
ゝ

と
こ
ろ
の
領
家
・
地

頭

・
名
主
の
御
は
か
ら
ひ
ど
も
の
さ
ふ
ら
ふ
ら
ん
こ
と
、

よ
く



よ
く
や
う
あ
る
べ
き
こ
と
な
り
。

そ
の
ゆ
へ
は
、
釈
迦
如
来
の
み
こ
と
に
は
、
念
仏
す
る
人
を
そ
し
る
も
の
を
ば
、
名
无
眼
人
と
ゝ
き
、
 

名
无
耳
人
と
お
ほ
せ
お
か
れ
た
る
こ
と
に
さ
ふ
ら
ふ
。
善
導
和
尚
は' 

五
濁
増
時
多
疑
謗 

道
俗
相
嫌
不
用
聞 

見
有
修
行
起
瞋
毒 

方 

便
破
壊
競
生
怨
と
た
し
か
に
釈
し
お
か
せ
た
ま
ひ
た
り
。

こ
の
世
の
な
ら
ひ
に
て
、
念
仏
を
さ
ま
た
げ
ん
人
は
、
そ

の
と
こ

ろ

の

領

家

・
 

地
頭
・
名
主
の
や
う
あ
る
こ
と
に
て
こ
そ
さ
ふ
ら
は
め
、
と
か
く
ま
ふ
す
べ
き
に
あ
ら
ず
。
念
仏
せ
ん
ひ
と
び
と
は
、

か
の
さ
ま
た
げ
を 

な
さ
ん
ひ
と
を
ば
、
あ
は
れ
み
を
な
し
不
便
に
お
も
ふ
て
、
念
仏
を
も
ね
ん
ご
ろ
に
ま
ふ
し
て
、
さ
ま
た
げ
な
さ
ん
を
、
た
す
け
さ
せ
た 

ま
ふ
べ
し
と
こ
そ' 

ふ
る
き
人
は
ま
ふ
さ
れ
さ
ふ
ら
ひ
し
か
」

と' 

「
ふ
る
き
人
」

の
伝
承
を
以
て
し
た
た
め
ら
れ
て
い
る
。

結

上
述
の
ご
と
く
、

『
選
択
集
』

に
出
て
い
る
浄
土
三
経
の
文
に
つ
い
て
、

『
大
経
』
・
『
観
経
』
・
『
小
経
』

そ
れ
ぞ
れ
に' 

主
と
し
て
源 

空
の
説
法
を
め
ぐ
っ
て
考
察
し
て
き
た
が
、
ま

ず

何

は

と

も

あ

れ

『
選
択
集
』

全
十
六
章
中
、

五
章
に
わ
た
っ
て
三
経
の
流
通
分
が
あ
げ 

ら
れ
て
い
る
事
に
、
立

教

開

宗

の

書

た

る

『
選
択
集
』

に
お
け
る
流
通
分
の
重
要
性
が
認
め
ら
れ
る
が
、

こ
の
う
ち' 

『
大
経
』

の
流
通 

分

は

「
弥
勒
」

に
付
属
し
て' 

大

利
,

無
上
功
徳
の
名
号
を
付
属
し
、
末
世
に
此
の
経
の
留
ま
る
べ
き
こ
と
を
予
言
さ
れ
た
。

か
く
し
て 

「
人
あ
っ
て
此
の
経
に
め
ぐ
り
あ
い
、
そ
の
教
え
を
信
ず
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
願
い
の
通
り
に
、

み
な
正
し
い
さ
と
り
を
得
る
事
が 

で
き
る
で
あ
ろ
う
」

と
説
か
れ
、
特
に
親
鸞
は
、

こ

れ
が

此
の
経
の
出
世
の
本
懐
と
し
て

「
経
道
滅
尽
ト
キ
イ
タ
リ 

如
来
出
世
ノ
本
意 

ナ
ル 

弘
願
真
宗
ー
ー
ア
ヒ
ヌ
レ
ハ 

凡
夫
念
シ
テ
サ
ト
ル
ナ
リ
」(

『
高
僧
和
讃
』
所

収

「
善
導
讃
」
第
九
首)

と
和
讃
さ
れ
る
。 

つ
い
で
、

『
観
経
』

は

「
阿
難
」

に
対
し' 

念
仏
三
昧
と
観
仏
三
昧
を
比
較
し
て
、
念
仏
ひ
と
り
秀
れ
て
い
る
事
を
明
か
し
、
念
仏
者 

が
人
中
の
白
蓮
華
で
あ
る
と
示
し
、
 

よ
く
無
量
寿
仏
の
御
名
を
た
も
ち
、
ひ
ろ
く
衆
生
の
為
に
宣
布
す
る
よ
う
願
わ
れ
て
い
る
。
特
に
、
 

こ
の
念
仏
付
属
は
、
浄

土

宗

に

お

け

る

『
観
経
』
観
の
核
心
で
あ
り
、
そ
の
基
づ

く
と
こ

ろ

善

導

の

『
散
善
義
』

に
あ
る
事
は
、
正
宗
分 

流
通
分
の
意
味 

二
八
七
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に
説
か
れ
た
定
散
二
善
も
、
肝

要

は

仏

の

本

願

に

よ

る

「
一
向
専
称
弥
陀
仏
名
」

で
あ
り' 

こ
の
念
仏
こ
そ
全
人
の
帰
依
法
な
る
事
を
あ 

ら
わ
す
も
の
で
、

こ

の

意

を

親

鸞

は

「
定

散

諸

機

各

別

ノ

自

力

ノ

三

心

ヒ

ル

カ

ヘ

シ 

如
来
利
他
ノ
信
心
ー
一
通
入
セ
ン
ト
ネ
カ
フ
へ 

シ
」(

『
浄
土
和
讃
』
所

収

「
観
経
意
」
第
九
首)

と
和
讃
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、

『
小
経
』

に
お
い
て
は
、
本

来

こ

の

経

が

「
無
問
自
説
」

の
経
で
あ
っ
て
、
特
別
な
相
手
が
な
い
も
の
の
、
世
尊
が
説
法
を 

終
え
ら
れ
る
と
、
舎
利
弗
を
は
じ
め
諸
の
比
丘
、

一
切
の
天
・
人

・
阿
修
羅
な
ど
が
、
教

え

を

「
聞
い
て
喜
び
信
じ' 

う
や
う
や
し
く
礼 

拝
し
て
退
ち
去
っ
た
」

と
い
う
。

而
し
て
、
彼
等
が
聞
信
し
た
の
は
念
仏
の
教
法
で
あ
り
、

こ
れ
に
つ
い
て
、
親

鸞

は

「
恒
沙
塵
数
ノ
如 

来
ハ 

万
行
ノ
少
善
キ
ラ
ヒ
ッ
、

名
号
不
思
議
ノ
信
心
ヲ 

ヒ
ト
シ
ク
ヒ
ト
へ-
一
ス
、
メ
シ
ム
」(

『
浄
土
和
讃
』
所

収

「
弥
陀
経
意
」
第
二 

首)

と
和
讃
さ
れ
た
。

而
し
て
、

こ
こ
に
三
経
を
通
じ
て
、

い
ず
れ
も
一
向
専
修
の
念
仏
が
付
属
流
通
さ
れ
た
意
が
如
実
に
知
見
さ
れ
る
。


